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１ 人流分析ツール（KLA）
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⑴ 導入目的

本市においては、各部局・所属がそれぞれの課題に応じてデータを収集・分析・活

用し、創意工夫しながら、迅速かつ効率的なサービスの提供や改善を行い、市民の

ニーズや価値観の多様化、技術革新等の環境変化へ適切に対応するとともに、様々な

データを流通させ、事業者や大学等による新たな産業やサービスの創出等を推進をめ

ざしている。

ICT環境整備の一環として、携帯電話の基地局情報やGPS位置情報等を基礎データ

に用いた人流分析ツールを令和６年度に実証導入し、令和７年度から運用開始してい

る。

⑵ 導入している人流分析ツールの概要

ア ツール名

「KDDI Location Analyzer」（以下「KLA」という。）

イ 特 徴

エリアや施設を指定し、人数や属性（性別・居住者か勤務者か来訪者か）を調べ
ることができる（拡大推計値※）。

※携帯電話の位置情報データ等のサンプルデータを基に、統計処理に
より全体人数へ換算した推計値。実人数ではない。



１ 人流分析ツール（KLA）
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⑶ 分析できるもの

大分類 小分類 内 容

エリア分析 主要導線分析 通行量を道路単位で属性別に可視化

通行人口分析 通行量をエリア単位で属性別に可視化

滞在人口分析 エリア内滞在人口を属性別に可視化

単点分析ダッシュボード 通行・滞在人口の推移を表示

施設分析 来訪者属性分析 来訪者属性や利用傾向を可視化

来訪者居住地分析 来訪者の居住地や商圏を可視化

単点分析ダッシュボード 来訪者数の推移や再訪傾向を分析

前後立ち寄り分析 来訪前後の立寄地点を可視化

行政界分析 前後立ち寄り分析 来訪者の周遊行動を可視化

宿泊地分析 旅行者の宿泊先と宿泊率を分析

発地分析 来訪者の出発地点を可視化



１ 人流分析ツール（KLA）
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⑷ システム画面

ア エリア分析：滞在人口分析

条件を指定
して実行

地図データ©2026 Google



１ 人流分析ツール（KLA）

⑷ システム画面

イ 施設分析：前後立ち寄り分析

●抽出条件：スタジアムシティに２時間以上滞在し、その前後で30分以上いた場所

5

５/17（日）Jリーグの試合前後 30分以上いた
場所を表示

スタジアムシティ
滞在前後にいた場所

を可視化

地図データ©2026 Google



１ 人流分析ツール（KLA）

⑷ システム画面

ウ エリア分析：単点分析ダッシュボード（来訪者居住地分析）

2025年の1年間で
範囲円内の滞在人口
が多かったのは
10/7と10/8

10/7～10/9の期間
範囲円内には近隣から

人が来ている
地図データ©2026 Google

地図データ©2026 Google
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１ 人流分析ツール（KLA）
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⑸ 活用事例

ア 第３期長崎市中心市街地活性化基本計画

（ア）事例１（現状把握・分析（問題点の把握））



１ 人流分析ツール（KLA）

8

⑸ 活用事例

ア 第３期長崎市中心市街地活性化基本計画

（イ）事例２（目標指標の根拠資料・調査方法）



１ 人流分析ツール（KLA）
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⑸ 活用事例

ア 第３期長崎市中心市街地活性化基本計画

（イ）事例２（目標指標の根拠資料・調査方法）



１ 人流分析ツール（KLA）
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⑹ 利用状況（活用検討を含む）

主な利用内容

まちなか人流分析（第３期長崎市中心市街地活性化基本計画策定等に利用）

ランタンフェスティバル人流分析

商店街でイベントした前後の人流調査に利用

新規開業予定の事業者へ周辺の人流状況の説明に利用

桜祭り渋滞分析・交通量分析

救急車適正配置に向けた人流分析

稲佐山公園人流分析

公共交通分析

⑺ 今後の活用

今後は、イベントや施設を訪れた人が、その前後にどこを訪れているのか、どのよ

うな経路で市内を周遊しているのかを分析し、観光振興やまちなかのにぎわい創出、

公共交通の利便性向上などの施策検討に活用していく。あわせて、施策実施前後の人

流の変化を把握することで、事業効果の検証や改善につなげ、データに基づく政策立

案や業務改善を推進していく。



２ 公開型GIS（ながさきマップ）
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⑴ 導入目的

都市計画情報や道路台帳等の地図情報については、来庁して専用の機器で閲覧・印

刷する必要があったが、コロナ禍において、来庁せずに職場や自宅から利用できるよ

うにするとともに、窓口対応や閲覧業務の効率化を図ることを目的に、令和４年度か

ら導入している。

現在では、この地図基盤を活用し、公共施設やバリアフリー情報、避難所、子育て

施設なども掲載しており、市民の利便性向上と業務効率化に資する総合的な地図サー

ビス（地図情報データカタログ）として展開している。

⑵ 導入している公開型GISの概要

ア 名 称

ながさきマップ

イ 特 徴

現在は、34テーマ（都市計画、こども・教育、観光・文化など）・152種類の
情報を掲載している。



２ 公開型GIS（ながさきマップ）
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⑶ 操作方法

地図を表示したい
エリアをクリック

地図上に表示したい
「テーマ」や「施設」

をクリック
（複数クリック可）

ながさきマップホームページ
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/

https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/
https://www.sonicweb-asp.jp/nagasakicity/


２ 公開型GIS（ながさきマップ）
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⑷ 表示例

ア 都市計画（用途地域）

「都市計画区域」や
「用途地域」、「防
火指定」等を表示

（複数選択も選択可能）



２ 公開型GIS（ながさきマップ）
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⑷ 表示例

イ 観光・文化施設

地図上のアイコンを
クリックすると詳細

が表示される

ルートを表示
（経由地も選択可能）

各ホームページのリンク
（詳細や写真がわかる） 地図データ©2026 Google



２ 公開型GIS（ながさきマップ）
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⑸ 利用状況

出典：国際航業株式会社（ながさきマップのこれまでの取組みと更なる発展に向けて）

⑹ 今後の活用

今後は、市民や事業者の利便性向上を図るため、庁内で保有する地図情報の掲載を

さらに進めるとともに、オープンデータ化を推進し、誰もが利用しやすいデータ環境

の整備を進めていく。

また、将来的には、民間事業者が保有するデータとの連携や掲載についても、必要

性や実現可能性を踏まえながら検討していく。
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